






























とともに一九六三年に結成されたＨＲＣの活動は、 「秘密結社」や「正体不明」といった語句とともに、匿名性によって特徴づけられてきた。このようなＨＲＣの性質は、その後のメンバーの活動をみると、中西や高松にはほとんど引き継がれていないが、赤瀬川の活動においては、前面に主題化されておらずとも、通奏低音として響き続けていた。こ こ は、赤瀬川が著作『東京ミキサー計画』
（一九八四年）
によってＨＲＣの全貌を明らか したことや、そ によって現在われわれがＨＲＣを特 赤瀬川に強く関係づけてしまうこととも無関係ではないだろう。　
匿名性は、当時の前衛芸術におけるキーワードのひとつであり、赤瀬川もそうい











































野美術学校に入学してから、ネオ・ダダに参加するまでの期間にあたる。この時期の赤瀬川の作品は、油彩にせよペン画にせよ、伝統的なタブローの形式をとっている。当初は砂川闘争 参加 たり、吉村に倣って日本アンデパンダン展 出品するなど、 社会主義リアリズムの傾向が強かった。しかし、 実際の砂川闘争 経験から、そういった思想から距離をとりはじめ、花田清輝、カフカ アフリカ原始美術などに触発されたタブローや彫刻 制作し、読売アンデパン ン展に出品するようになる。この時期は、絵画や彫刻といった伝統的な媒体を用いながら 何を表現すべきか苦闘していたといえるだろう。　
一九六〇年のネオ・ダダ参加からは、廃品芸術を制作するようになる。第一回ネ






郎とともに参加したことから、赤瀬川の作風はふた び変化す ことになる この座談会は、 『形象』の編集者である今泉省彦らによって《山手線事件》を総括するために開かれた ので、赤瀬川はネオ・ダダの木下新とともに 現場に なかったものとして座談会に呼ばれた。これをきっかけに、翌年、赤瀬川は中西、高松とともにＨＲＣを結成し、六月にＨＲＣ 最初の展覧会をおこ う になる だが、その直前に模型千円札のいくつかのヴァージョンが制作されてい 。ひとつは、同























実際に、 『形象』における対談でも、後述するように 赤瀬川は「個性を消す」という点で《山手線事件》と《敗戦記念晩餐会》と 関連づけて理解していることからも、当時の赤瀬川がそのような関心を持っていたことがわかる。　
以上のように、絵画制作期、廃品芸術期、ＨＲＣ期と分けた場合、匿名の行為を





















流動物となってただよいはじめている。 そこからもと 型をすくい出して 『‥‥のために』供することも、都合 いい鋳型に流し込んで再生することも（どんな鋳型があるという か！）無意味になってしまった現在、おれ達は の流動物の中を泳ぎまわって攪
カクハン
拌し空白にしてしまおうという欲求にかられる。
この空白から純粋な対話を生み出す作業が執ように試みられねばならない。構築物内に胡坐を くことを拒否し 流動物で充満した空白内の一点たろうとするものの集合体がある。この集合体は収縮、 分散の運動を繰り展げながら右記のサークル上を移動すあなたが右の時間にサークル上又はサークル上の定められた点で、この集合体に出くわすなら、空白内のカ ハンされた一分子と化 個性を消され あたとおれ、おれ達と物質の識別不可能なルツボの中に落ちいるだろう。又も
・ ・ ・ ・ ・












































描かれねばならない。 際には、誰かの手によって描かれたも あることを、つまりその作者を消すことによって、その影が現実の影とし 現実の空間に侵食することになる。しかし、こ で宮川は、そのような影の現出は「ありえない無 の行為の夢」であって、実際に イメージではないとしても、現実の影で ということ、つまり、描かれたものであらざるをえないと指摘する。すなわち 「匿名とはあくまで作者が存在する であり ただ名 かくしている すぎない。匿名はついに無名ではありえないのだ」 。宮川の独特なレトリックによって、作者の不在と影を生み出している実体の不 とが比喩的に結び付けられる だ 、少なくも、ここで注目しておきたいのは 影 品に関して語られる作者 匿名性は、作者の完全な不在ではなく、かと って作者 存在 同定できるわ が、少なくとも示唆はしているものだ いう点

























デュシャンによって持ち出された〈物体〉たちは、 〈物体〉のわれわれ人間に対する既有の在り方（それを〈物品〉とでもいうとすれば）からはみ出してしまうことで、新たな〈物品性〉 強要し のだともいえる。 “ それ自体でかない物” か “物の実在性の主張”というのは、しょせんレトリックにすぎないが、同じような言い方としてなら、 “物の無名性の主張”
 といい直して
もいいだろう。
例えば、 デュシャンの有名な《泉》であれば、 そ 「既有の在り方」は便器であるが、サインを付されて作品として提示されたとき、それはわれわれの便器とし の認識からずれてしまい、未だ名前を持た いもの してわ われ 前に現れる。そういった名もないものとして現れることを「物の無名性の主張」と石子は呼んで るのである。これと比較 て、ＨＲＣが使用し オブジェ
（コンパクト・オブジェや紐）
を「行動の匿 性の主張」だとしてい 。これらのオブジェは 《泉》のように眼前に提示され のでは く、行為のなかで用いら 、あるいは行為を引き起こす。石子は、中西のオブジェが「ポータブル・オブジェ」と呼ば る点に言及しが持ち運ぶことを前提としたオブジェであると指摘する。そ うえで、デュシャンの便器が日常的空間から展示会場 う非日常的空間への合目的的な移動を伴っていることと比較して、コンパクト・オブジェや紐が 日常でも非日常でもない 混沌とした「生の空間」を望むものであり、 日常性の只中でこれ こえよ とする、無償で匿名の行為に関わる〈物体〉 在り方としてのオ ジェ」だ いる。石子は、宮川のように匿名を有名╱無名 対立 中間に位置づけ の はなく、無名性を西洋的な構造
（日常／非日常）
のなかでの移行において捉えるのに対し、匿名


















































関係なわけではないのだが、他の三名とは異なるレベルにおいて関係づけられており、そのからくりを知らないひ に っては さっぱりわからなく」なっ 。　
さらに、このウロボンＫという名前は、別の場面においても、匿名性の代表のよ




いるのは、八号の巻末に付された による「彼ら 思想伝達の具たり得るか」という文章である。そこでは 「美術雑誌『形象』のための座談会 昨年
（（

















































を消され、あなたとおれ、おれ達と物質の識別不可能なルツボの中に落ちいるだろう」 。翌一九六三年の読売アンデパンダン展に初めて中西が出品した作品のタイトル《クリップは攪拌行動を主張する》にも用いられている「攪拌」という言葉がすでにここに現れており、 当時の中西にとって重要な意味を持っていたことがわかる。この攪拌という言葉に 、様々な事物を区別なく溶かして流動体とすること、それを空白にしてしま こと、そのなかでは個人は個性なき一分子となることが託されていることが読み れる。　
こういった考えに赤瀬川が強い関心を持ったことは、座談会からもわかる。 『形















































































てオリジナリティ、すなわち赤瀬川の個性は介在する余地がないが、赤瀬川の手仕事によるものであるという点において、画家としての赤瀬川原平と う存在がかろうじて示されていると考えられる。これに対 て、印刷されたものはほとんどコンセプチュアル・アートのようなものだと本人も語っ いる。































ゆえに交換不可能であるが、 紙幣は交換可能 本性としている。したがって、 「あいまいな海」においてバラバラにされた個々の細胞が海に均質に広がっていくように、紙幣は個々の差異なく現実社会 遍く流通している。そして、赤瀬川の最初の印刷された模型千円札は、彼の個展「あいまいな海につ て」の案内状の裏面に印刷されて各所に発送されているし、その後も赤瀬川が模型千円札 多く 人々にさまざまな場面で配っていることで そ ような紙幣の偏在性をも模倣しようとしていたことが指摘できる。　
模倣による個性の抹消、紙幣の交換可能性と偏在性に依拠した個体差の抹消が模























りの追跡を阻害することであるが、ここではより広義 捉えら いる。名指すこととは、 あるものを他のものから区別する と、 す わち個を同定 る作用である。




それゆえ、匿名化とは個性を抹消することとしても理解されている。 《山手線事件》においては、字義通りの匿名 としてイニシャルを用いた記名があり、さらに進んで、 「ウロボンＫ」という名前によっ 名指されるものの不在があった。他方で、 《山手線事件》の案内状のマニフェストには、攪拌作用によってすべてを分子レベルにまで還元することで個性を消し去り、自己と他者、主体と対象とを識別不可能にしようとする意図が表明されていた。このことは、座談会による 話におい 明確になっていった。すなわち、演者と観客、自己と他者 いう二項対立を解消することで、個性を抹消 こと できるのではないか いう予感である。赤瀬川はこ 考えを「あいまいな海」という詩において言語化する も 模型千円札や梱包芸術における個性の抹消として実践した。　
しかし、赤瀬川原平における匿名性は、本稿の過程でしばしば示唆してきたよう
















（敗戦を記念して） 」とだけ記されていることから、 《敗戦記念晩餐会》は正式名称というわけではないが、本稿ではこの名称を使用する（黒ダライ児『肉体のアナーキズム』 ［
gram








らの間で改名が流行していたことに倣ったものであるが、赤瀬川が初めてグループとして活動したときでもあることに注目したい。ネオ・ダダにおける赤瀬川の立ち位置は、しばしば指摘されてきたよう 、グループの主役である吉村と篠原に対して、脇役といったところであった。実際、当時の写真をみると、赤瀬川は派手なパフォーマンスをしてい 他のメンバーとは違い、地味な服装で集団の隅 いることが多い。集団の一構成員と て埋没し 様は、それまで赤瀬川克彦として絵画を発表してきた一個人のあり方とは異な 感じられただろう。そういった集団への埋没による個性の消失 感覚 、生来の固有の名である赤瀬川克彦を捨てる （あるいは伏せる） こ の間に、 少なからぬ関係を読み込むこと きるだろう。
 
　
これに比して、尾辻克彦というペンネーム 使用 明確に匿名 意図を持った






































覧会 「疾駆けたギャラリーの記録 （軌跡） 展」 のために作成した資料に依拠している。この資料は、笹木氏が中西夏之に直接インタビューして作成されたものである。ウロボンＫについては、例えば今泉省彦は「久保田登」 （今泉省彦「絵描き共の変てこりんなあれこれの前説
（（　
補足 ・ 承前『高松次郎』覚書Ⅱ」 『あいだ』六十九号［二












































































high ） 」 、赤瀬川の「赤（











oney, Trains, and G
uillotines: Art and Revolution in 1960s Japan 
[D
urham
 and London: D
uke U
.P., 2013], p. 337, n. 38 ） 。なお、今泉が長良棟という別名
を用いていたこの時期に、川仁宏は札二刀という別名を用いていた。
（
（（）　「赤瀬川との初対面は１９６２年である。本誌〔 『機関』 〕の前身の『形象』７号・８号に連載した座談会であった。 『直接行動の兆』というタイトルで 出席者は赤瀬川原平、木下新、高松次郎、中 夏之、編集部から川仁宏と私である」 （今泉省彦「赤瀬川原平」 、 『機関』十四号［一 八七 一月］ 、二頁） 、 「こ 座談会 当事者の高松と中西 ゲストの赤瀬川と木下、 編集部の川仁と私 ことになった」 （今泉省彦「絵描き共の変てこりんなあれこれ 前説３『山手線円環行動』は上野公園で行き暮れてしまった」 （ 『あいだ』五一号［二〇〇〇 三月］ 、二〇頁）など。
（




菊畑茂久馬」 、二〇頁） 、 「ネオ・ダダからはぼくと




木下新が行ったの。山手線グループからは中西と高松かな。 『形象』の側は川仁宏と今泉省彦」 （赤瀬川原平『全面自供！』 、一一八頁） ど。
（
（0）　「木下は終始会話には参加せずに、無関係にときどき『糞』と口走っていた。多分ハプニングのつもりでいたのだろうと思う」 （今泉省彦「赤瀬川原平」 、二頁） 。
（
（（）　










































































































きたことが特徴的である。まずグループの形成そのものについては、赤瀬川の場合、集団化によって個人としての活動を匿名化しようとする狙いがみられる。それは 「ハイレッド・センター」という名称が、個人という りは組織を連想させるところから選ばれたことや、個展「あ まいな海について」 案内状に、作家名として「赤瀬川原平」ではなく「赤瀬川原平
C
o., Ltd. 」と表記した点に認められる（この「組
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